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(57)【要約】
　剃毛装置内での使用に適した皮膚係合剃毛補助部材で
あり、前記皮膚係合剃毛補助部材は、Ｎ－置換メンタン
カルボキサミド等の熱的弾性感覚剤を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　皮膚係合剃毛補助部材（２２）であって、
　ａ．水溶性ポリマー、皮膚軟化剤、石鹸基剤、及びこれらの混合物の少なくとも１つを
含むマトリックスと、
　ｂ．以下の式
【化１】

　（式中、ｍは０又は１であり、Ｙ及びＺはＨ、ＯＨ、Ｃ１～Ｃ４直鎖若しくは分枝状ア
ルキル、又は、Ｃ１～Ｃ４直鎖若しくは分枝状アルコキシからなる群から独立して選択さ
れ、Ｘは（ＣＨ２）ｎ－Ｒ（ここで、ｎは０又は１であり、かつＲは非結合電子を含む基
である）であるが、（ａ）Ｙ及びＺがＨのとき、Ｘは４位のＦ、ＯＨ、ＭｅＯ又はＮＯ２
ではなく、かつ２位又は６位のＯＨではなく、（ｂ）Ｙ又はＺがＨのとき、Ｘ、Ｙ及びＺ
は、（ｉ）３位及び４位が同時にＯＭｅ基となることがなく、（ｉｉ）４位及び５位が同
時にＯＭｅ基となることがなく、（ｉｉｉ）４位がＯＨ基の場合、３位及び５位はＯＭｅ
基ではなく、かつ（ｉｖ）４位がメチル基の場合、３位及び５位はＯＨ基ではないように
なる）を有するＮ－置換メンタンカルボキサミドを含む熱的弾性感覚剤と、
を含む、皮膚係合剃毛補助部材。
【請求項２】
　Ｘが４位にあるか、好ましくはＸが４位にあり、かつＹ及びＺが、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ又は
ＯＭｅである、請求項１に記載の皮膚係合剃毛補助部材。
【請求項３】
　前記非結合電子を含む基が、ハロゲン、ＯＨ、ＯＭｅ、ＮＯ２、ＣＮ、Ａｃ、ＳＯ２Ｎ
Ｈ２、ＣＨＯ、ＣＯ２Ｈ及びＣ１～Ｃ４アルキルカルボキシレートから選択される、請求
項１又は２に記載の皮膚係合剃毛補助部材。
【請求項４】
　前記熱的弾性感覚剤が、以下の式

【化２】

　で表されるＮ－［４－（シアノメチル）フェニル］－（１Ｒ，２Ｓ，５Ｒ）－２－イソ
プロピル－５－メチルシクロヘキサンカルボキサミドを含む、請求項１に記載の皮膚係合
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剃毛補助部材。
【請求項５】
　前記熱的弾性感覚剤の濃度が、０．０１％～２５％である、請求項１～４のいずれか一
項に記載の皮膚係合剃毛補助部材。
【請求項６】
　Ｌ－メントール、ｐ－メンタン－３，８－ジオール、イソプレゴール、メントキシプロ
パン－１，２，－ジオール、クルクミン、メンチルラクテート（Ｓｙｍｒｉｓｅ製Ｆｒｅ
ｓｃｏｌａｔ　ＭＬ等）、ジンゲロール、イシリン、茶木油、サリチル酸メチル、樟脳、
ペパーミント油、Ｎ－エチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、エチル３－（ｐ－メ
ンタン－３－カルボキサミド）アセテート、２－イソプロピル－Ｎ，２，３－トリメチル
ブチルアミド、メントングリセロールケタール、メントングリセリンアセタール、Ｃｏｏ
ｌａｃｔ　１０、及びこれらの混合物、からなる群から選択される追加の冷感剤を更に含
み、好ましくは前記任意の冷感剤が、メントールとメンチルラクテートの混合物であり、
更に好ましくは重量比が１：４～４：１であるメントールとメンチルラクテートの混合物
である、請求項１～５のいずれか一項に記載の皮膚係合剃毛補助部材。
【請求項７】
　前記マトリックスが、水溶性ポリマーを含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の皮
膚係合剃毛補助部材。
【請求項８】
　前記水溶性ポリマーが、ポリエチレンオキシド、ポリビニルピロリドン、ポリアクリル
アミド、ポリヒドロキシメタクリレート、ポリビニルイミダゾリン、ポリエチレングリコ
ール、ポリビニルアルコール、ポリヒドロキシエチルメタクリレート、シリコーンポリマ
ー、及びこれらの混合物から選択され、好ましくは水溶性ポリマーが、前記マトリックス
の５０重量％～１００重量％の濃度で存在する、請求項６に記載の皮膚係合剃毛補助部材
。
【請求項９】
　前記マトリックスが、非水溶性ポリマーを更に含む、請求項１～８のいずれか一項に記
載の皮膚係合剃毛補助部材。
【請求項１０】
　前記非水溶性ポリマーが、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、耐衝撃性ポ
リスチレン、ブタジエンスチレンコポリマー、ポリアセタール、アクリロニトリル－ブタ
ジエンスチレンコポリマー、エチレン酢酸ビニルコポリマー、及びこれらの混合物から選
択される、請求項９に記載の皮膚係合剃毛補助部材。
【請求項１１】
　前記非水溶性ポリマーが、皮膚係合剃毛補助部材の５重量％～４０重量％、好ましくは
１５重量％～３５重量％の濃度で存在する、請求項９又は１０に記載の皮膚係合剃毛補助
部材。
【請求項１２】
　前記マトリックスが、ジブロックコポリマー、トリブロックコポリマー、マルチブロッ
クコポリマー、ラジアルブロックコポリマー、ランダムブロックコポリマー、及びこれら
の混合物からなる群から選択されるブロックポリマーを更に含む、請求項１～１１のいず
れか一項に記載の皮膚係合剃毛補助部材。
【請求項１３】
　除毛装置であって、
　ａ．カートリッジ（１４）と、
　ｂ．前記カートリッジ上に位置する１つ以上の伸長縁部（１８）と、
　ｃ．前記カートリッジ上に位置する請求項１～１２のいずれか一項に記載の皮膚係合剃
毛補助部材と、
を含む、除毛装置。
【請求項１４】
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　皮膚係合剃毛補助部材を作製する方法であって、
　ａ．
　　ｉ．水溶性ポリマー、皮膚軟化剤、石鹸基剤、及びこれらの混合物の少なくとも１つ
と、
　　ｉｉ．以下の式
【化３】

　（式中、ｍは０又は１であり、Ｙ及びＺはＨ、ＯＨ、Ｃ１～Ｃ４直鎖若しくは分枝状ア
ルキル、又は、Ｃ１～Ｃ４直鎖若しくは分枝状アルコキシからなる群から独立して選択さ
れ、Ｘは（ＣＨ２）ｎ－Ｒ（ここで、ｎは０又は１であり、かつＲは非結合電子を含む基
である）であるが、（ａ）Ｙ及びＺがＨのとき、Ｘは４位のＦ、ＯＨ、ＭｅＯ又はＮＯ２
ではなく、かつ２位又は６位のＯＨではなく、（ｂ）Ｙ又はＺがＨのとき、Ｘ、Ｙ及びＺ
は、（ｉ）３位及び４位が同時にＯＭｅ基となることがなく、（ｉｉ）４位及び５位が同
時にＯＭｅ基となることがなく、（ｉｉｉ）４位がＯＨ基の場合、３位及び５位はＯＭｅ
基ではなく、かつ（ｉｖ）４位がメチル基の場合、３位及び５位はＯＨ基ではないように
なる）を有する熱的弾性感覚剤と、
を含む、マトリックスを提供して、１回分の供給を形成する工程と、
　ｂ．好ましくは前記供給を、１２０℃～２００℃の温度に熱する工程と、
　ｃ．前記供給から皮膚係合剃毛補助部材を形成する工程と、
を含む、方法。
【請求項１５】
　前記形成する工程が、前記供給を前記皮膚係合剃毛補助部材へと押出成形すること、前
記供給を前記皮膚係合剃毛補助部材へと成形すること、前記供給を前記皮膚係合剃毛補助
部材へと射出成形すること、及びこれらの組み合わせを含む群から選択される、請求項１
４に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　剃毛中に潤滑効果を提供するためにかみそりの刃に剃毛補助剤を使用することは、既知
である。例えば、米国特許７，１２１，７５４号、同第６，２９８，５５８号、同第５，
７１１，０７６号、同第５，１３４，７７５号、同第６，３０１，７８５号及び米国特許
出願公開第２００９／０２２３０５７号、同第２００６／０２２５２８５号を参照のこと
。剃毛補助剤内の特定の冷涼感覚剤の使用も開示された。例えば、米国特許出願公開第２
００７／００７７３３１号、同第２００８／０３１１６６号、同第２００８／０３００３
１４Ａ１号、米国特許第５，４５１，４０４号及び同第７，４８２，３７３号、並びに国
際公開第ＷＯ２００７／０３６８１４Ａ２号を参照のこと。例えば、剃毛補助剤中に冷感
剤及び／又は精油を含ませ、接触後に新鮮かつ冷たい感触を提供できることが述べられて
いる。しかしながら、使用前に、揮発によって相当量の精油が失われる場合があることが
報告されている。米国特許第５，０９５，６１９号を参照のこと。米国特許第５，７１３
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，１３１号では、不揮発性メントール類縁体等の不揮発性冷感剤を剃毛補助剤中に導入す
ることによって、この潜在的問題を解決することが試みられている。メントール及びその
他の有効成分を含有するその他の剃毛補助剤の例は、米国特許第５，０９５，６１９号、
同第６，２９８，５５８号、同第６，９４４，９５２号、及び同第６，２９５，７３３号
に開示されている。米国特許第５，６５３，９７１号（シクロデキストリンを含むメント
ール等、皮膚鎮静剤の包接錯体を含有する改善された剃毛補助剤複合物（又は潤滑ストリ
ップ）を含む剃毛補助剤を開示）並びに同第５，７１３，１３１号（冷涼材１０、ＷＳ－
３、ＷＳ－２３、Ｆｒｅｓｃｏｌａｔ　ＭＬ、Ｆｒｅｓｃｏｌａｔ　ＭＧＡ、及びメング
リタート等の不揮発性の冷感剤を開示）も参照のこと。これらの剃毛補助剤は、使用中に
冷感剤を提供することが報告されている。
【０００２】
　しかし、通常スキンケアに使用される多くの成分が、従来の押出成形剃毛補助剤で簡単
に使用することができない。これは、多くの剃毛補助剤が、ダイを通じて押出成形される
、ないしは別の方法で約１６０℃から約１８０℃等の高温で処理されるからである。冷感
剤を含む押出成形された剃毛補助剤を製剤することは、これら冷感剤の多くの沸点が典型
的な剃毛補助剤押出成形温度よりも下のため、挑戦しがいがある。更に、押出成形は、剃
毛補助剤の組成物を高圧にかけ、冷感剤の分解にも加えることができる。一般的に使用さ
れる冷感剤の１つは、Ｌ－メントールである。剃毛補助剤内の純成分としての本冷感剤の
添加は記載されたが、冷却の影響は、使用されるＬ－メントールの濃度及び高揮発性によ
る貯蔵寿命の不足によって制限されると信じられている。より大きな冷却強度を持つ冷感
剤が知られているが、これらはより低い蒸発温度を有する傾向にあり、従来の剃毛補助剤
押出成形に使用される高温及び高圧に適しにくくする。
【０００３】
　様々な冷涼技術も、化粧品及び／又は口腔ケアの製剤形態に記載されている。例えば、
米国特許出願公開第２００９／０３１１２０６号及び同第２００９／０３０６１５２号（
両方Ｂｅｉｅｒｄｏｒｆに寄与）、同第２００６／０２７６６６７号、同第２０１０／０
０８６４９８号、同第２０１０／００８６４９８号、同第２０１１／００８１３０３号、
及び同第２０１１／００８２２０４号を参照のこと。しかし、全ての冷却技術が、通常の
剃毛補助剤を製作する環境で処理するのに適しているわけではない。特に、いくつかの冷
却技術は、非常に不安定であると信じられており、剃毛補助剤を製作する過程の途中で失
われる、ないしは別の方法で有効成分が少なくなることで、使用中に感知されなくなる。
このように、皮膚係合剃毛補助部材を製作する過程で残存しながら十分な分子活性を維持
し、有意義な又は持続性のある冷涼効果を提供することができる技術が必要とされている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許７，１２１，７５４号
【特許文献２】米国特許６，２９８，５５８号
【特許文献３】米国特許５，７１１，０７６号
【特許文献４】米国特許５，１３４，７７５号
【特許文献５】米国特許６，３０１，７８５号
【特許文献６】米国特許出願公開第２００９／０２２３０５７号
【特許文献７】米国特許出願公開第２００６／０２２５２８５号
【特許文献８】米国特許出願公開第２００７／００７７３３１号
【特許文献９】米国特許出願公開第２００８／０３１１６６号
【特許文献１０】米国特許出願公開第２００８／０３００３１４Ａ１号
【特許文献１１】米国特許第５，４５１，４０４号
【特許文献１２】米国特許第７，４８２，３７３号
【特許文献１３】国際公開第ＷＯ２００７／０３６８１４Ａ２号



(6) JP 2015-533815 A 2015.11.26

10

20

30

40

50

【特許文献１４】米国特許第５，０９５，６１９号
【特許文献１５】米国特許第５，７１３，１３１号
【特許文献１６】米国特許第６，２９８，５５８号
【特許文献１７】米国特許第６，９４４，９５２号
【特許文献１８】米国特許第６，２９５，７３３号
【特許文献１９】米国特許第５，６５３，９７１号
【特許文献２０】米国特許出願公開第２００９／０３１１２０６号
【特許文献２１】米国特許出願公開第２００９／０３０６１５２号
【特許文献２２】米国特許出願公開第２００６／０２７６６６７号
【特許文献２３】米国特許出願公開第２０１０／００８６４９８号
【特許文献２４】米国特許出願公開第２０１１／００８１３０３号
【特許文献２５】米国特許出願公開第２０１１／００８２２０４号
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一態様は、皮膚係合剃毛補助部材、すなわち、剃毛装置と共に使用しやすい、
かみそり又は脱毛剤及び掻き取り具等に関連しており、かかる皮膚係合剃毛補助部材は、
水溶性ポリマー、皮膚軟化剤、石鹸基材、及びこれらの混合物の少なくとも１つを含むマ
トリックス、及び以下の式（Ｉ）を持つＮ－置換メンタンカルボキサミドを含む少なくと
も１つの熱的弾性感覚剤とを含み、
【０００６】

【化１】

　式中、ｍは０又は１であり、Ｙ及びＺはＨ、ＯＨ、Ｃ１～Ｃ４直鎖若しくは分枝状アル
キル、又は、Ｃ１～Ｃ４直鎖若しくは分枝状アルコキシからなる群から独立して選択され
、Ｘは（ＣＨ２）ｎ－Ｒ（ここで、ｎは０又は１であり、かつＲは非結合電子を含む基で
ある）であるが、（ａ）Ｙ及びＺがＨのとき、Ｘは４位のＦ、ＯＨ、ＭｅＯ又はＮＯ２で
はなく、かつ２位又は６位のＯＨではなく、（ｂ）Ｙ又はＺがＨのとき、Ｘ、Ｙ及びＺは
、（ｉ）３位及び４位が同時にＯＭｅ基となることがなく、（ｉｉ）４位及び５位が同時
にＯＭｅ基となることがなく、（ｉｉｉ）４位がＯＨ基の場合、３位及び５位はＯＭｅ基
ではなく、かつ（ｉｖ）４位がメチル基の場合、３位及び５位はＯＨ基ではないようにな
る。熱的弾性感覚剤は、約０．０１％～約２５％、あるいは約１％～約２０％、あるいは
約５％～約１５％、あるいは約７％～１３％、あるいは約１０％等、様々なレベルで含ま
れてもよい。発明の将来的な態様は、前述した皮膚係合剃毛補助部材を含む剃毛装置に関
連する。発明のその他の態様は、熱的弾性感覚剤を含む皮膚係合剃毛補助部材を製作する
方法に関連する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の皮膚係合剃毛補助部材を含むかみそりカートリッジの斜視図である。
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【図２】図１の線２－２に沿った断面図である。
【図３】本発明の皮膚係合剃毛補助部材の第２型の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　Ｉ．熱的弾性感覚剤
　冷涼又は冷たいという感覚は、低温又は化学冷感剤などの刺激による末梢神経繊維での
受容体の活性化によるものであり、これは脳へ移動する電気化学信号を作り出し、次いで
到着信号を解釈し、整理し、知覚又は感覚に統合するということは、今や広く確立されて
いる。異なる部類の受容体が、哺乳類の知覚神経繊維において冷温又は化学冷感剤の刺激
を感じることに関係していると見なされてきた。それらの受容体のうち、寒冷を感知する
ことに関与する主要な候補は、寒冷感受性及びメントール感受性の受容体（ＣＭＲ１）又
はＴＲＰＭ８であることが特定されかつ指定されている。受容体のＴＲＰＭ８という専門
用語は、低温、メントール、及びその他の化学冷感剤を含む刺激により活性化される一過
性受容体電位（ＴＲＰ）ファミリーの非選択的カチオンチャネルとしてのその特徴付けか
ら来ている。しかしながら、皮膚又は口腔表面上での心地よい冷涼感の知覚に潜在する正
確な機構は、現在明確には理解されていない。ＴＲＰＭ８受容体がメントール及びその他
の冷感剤により活性化されることが立証されている一方で、知覚される全体的な感覚が心
地よく、冷涼感があり、清涼であるために、他のどの受容体が関与している可能性があり
、それらの受容体がどの程度刺激される又は場合によっては抑制される必要があるのかに
ついては、完全には理解されていない。感覚剤は、様々な出願に記載されてきた。例えば
、米国特許出願公開第２０１０／００８６４９８号を参照のこと。
【０００９】
　本発明の皮膚係合剃毛補助部材は、少なくとも１つの熱的弾性感覚剤を含む。熱的弾性
感覚剤は、従来の剃毛補助剤（皮膚係合剃毛補助部材）押出成形条件で残存することが可
能であるが、剃毛環境での使用中皮膚上で、ユーザーが一般的に知覚可能な、冷涼感又は
刺痛感を提供するために依然十分に活性であり続ける感覚剤成分として本明細書で定義さ
れる。理論に束縛されるものではないが、本発明の熱的弾性感覚剤は、揮発性があり、製
作過程で失われ得る感覚剤に比べて、たとえ皮膚係合剃毛補助部材の中に押出成形された
後でも、より大きな冷却強度を提供することができると信じられている。いくつかの実施
形態では、熱的弾性感覚剤は、液体培地内と同じ濃度、又は少なくとも７０％、又は少な
くとも９０％皮膚上に塗布されたときと比べて、少なくとも５０％の冷却強度を維持する
。皮膚係合剃毛補助部材は、剃毛補助剤も含んでもよく、かかる皮膚係合剃毛補助部材は
、一般的に、かみそりカートリッジの皮膚接触部上での使用に適した潤滑ストリップとも
呼ばれていることは、当業者には理解されよう。
【００１０】
　更に、本発明の熱的弾性感覚剤は、Ｌ－メントールの冷却強度を超えて、好ましくは少
なくとも１．５倍大きな冷却強度、更に好ましくは少なくとも５倍大きな冷却強度、より
一層好ましくは少なくとも１０倍大きな冷却強度で、最高約２０倍大きな冷却強度が皮膚
係合剃毛補助部材に提供されたとき、より大きな冷却強度を提供する。
【００１１】
　熱的弾性感覚剤は、約０．０１％～約２５％、あるいは約１％～約２０％、あるいは約
５％～約１５％、あるいは約７％～１３％、あるいは約１０％の濃度で含まれてもよい。
理論に束縛されるものではないが、これらの濃度の熱的弾性感覚剤は、特に５％以上の濃
度、及び１５％以下の濃度でかなりの数のユーザーに明らかな性能利益を提供すると信じ
られている。一部のユーザーは、より低い濃度を享受するかもしれないが、多くのユーザ
ーは、効果が低すぎると感じるかもしれないと信じられている。同様に、何人かのユーザ
ーは、１５％以上の高濃度を享受するかもしれないが、意図した消費者の大半にとって、
それは過度かもしれない。
【００１２】
　理論に束縛されるものではないが、熱的弾性感覚剤の冷却強度は、Ｌ－メントールの冷
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却強度の約１０倍であると信じられている。例えば、Ｇａｌｏｐｉｎらによる米国特許第
７，４１４，１５２号（ジボダン）、Ｎ－（４－シアノメチルフェニル）ｐ－メンタンカ
ルボキサミド（ＦＥＭＡ　４４９６として市販）は、２ｐｐｍのメントールと比較して約
１０倍、より冷涼した。Ｌｅｆｆｉｎｇｗｅｌｌ，Ｊｏｈｎ　Ｃ．ＰｈＤ、Ｃｏｏｌｅｒ
　ｔｈａｎ　Ｍｅｎｔｈｏｌ　ａｎｄ　Ｃｏｏｌｉｎｇ　Ｃｏｍｐｏｕｎｄｓ　ａｓ　Ｉ
ｎｓｅｃｔ　Ｒｅｐｅｌｌｅｎｔｓ（Ｌｅｆｆｉｎｇｗｅｌｌ　＆　Ａｓｓｏｃｉａｔｅ
ｓ、２０１１年５月４日最終更新）を参照のこと。皮膚係合剃毛補助部材は、任意で追加
の冷感剤も備えてもよい。
【００１３】
　熱的弾性感覚剤は、具体的には以下の式（Ｉ）のＮ－置換メンタンカルボキサミドを含
む。
【００１４】
【化２】

　（式中、ｍは０又は１であり、Ｙ及びＺはＨ、ＯＨ、Ｃ１～Ｃ４直鎖若しくは分枝状ア
ルキル、又は、Ｃ１～Ｃ４直鎖若しくは分枝状アルコキシからなる群から独立して選択さ
れ、Ｘは（ＣＨ２）ｎ－Ｒ（ここで、ｎは０又は１であり、かつＲは非結合電子を含む基
である）であるが、（ａ）Ｙ及びＺがＨのとき、Ｘは４位のＦ、ＯＨ、ＭｅＯ又はＮＯ２
ではなく、かつ２位又は６位のＯＨではなく、（ｂ）Ｙ又はＺがＨのとき、Ｘ、Ｙ及びＺ
は、（ｉ）３位及び４位が同時にＯＭｅ基となることがなく、（ｉｉ）４位及び５位が同
時にＯＭｅ基となることがなく、（ｉｉｉ）４位がＯＨ基の場合、３位及び５位はＯＭｅ
基ではなく、かつ（ｉｖ）４位がメチル基の場合、３位及び５位はＯＨ基ではないように
なる。）
【００１５】
　好ましい化合物は、Ｘが４位にあるものである。最も好ましい化合物は、Ｘが４位にあ
り、Ｙ及びＺがＨ、ＯＨ、Ｍｅ、又はＯＭｅのときである。
【００１６】
　結合電子を含む好ましい基は、ハロゲン、ＯＨ、ＯＭｅ、ＮＯ２、ＣＮ、Ａｃ、ＳＯ２
ＮＨ２、ＣＨＯ、ＣＯ２Ｈ及びＣＯ２Ｅｔ等のＣ１～Ｃ４アルキルカルボキシレートであ
る。
【００１７】
　好適なＮ－置換メンタンカルボキサミドの具体的な例は、式ＩＩで表されるＮ－［４－
（シアノメチル）フェニル］－（１Ｒ，２Ｒ，５Ｒ）－２－イソプロピル－５メチルシク
ロヘキサンカルボキサミドである。
【００１８】
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【化３】

【００１９】
　この材料は、Ｎ－パラ－ベンゼンアセトニトリルメンタンカルボキサミドとしても一般
的に参照される。例えば、Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｄｉｓｃｌｏｓｕｒｅ　ＲＤ　５２２００
３（ジボダン）、米国特許出願公開第２００９／０３１１２０６号及び同第２００９／０
３０６１５２号（両方Ｂｅｉｅｒｓｄｏｒｆに寄与）、同第２００６／０２７６６６７号
、同第２０１０／００８６４９８号、及び米国特許第７，４１４，１５２を参照のこと。
Ｎ－パラ－ベンゼンアセトニトリルメンタンカルボキサミドを製作する様々な方法が開示
されており、これらは米国特許出願公開第２００６／０２７６６７号、同第２００８／０
３００３１４号、同第２０１０／００４０５６３号及び同第２０１０／００７６０８０に
含まれる。Ｎ－パラ－ベンゼンアセトニトリルメンタンカルボキサミドは、ＣＡＳ　８５
２３７９－２８－３下の業者から市販されており、９４％～１００％のアッセイ及び７６
０ｍｍ　Ｈｇで１４５℃の融点を持つ白い粉末として供給されてもよい。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、皮膚係合剃毛補助部材は、上記で開示された熱的弾性感覚剤
以外の１つ以上の追加の感覚剤を更に含む。例えば、メントールは冷感剤として広く使用
されているが、メントールは、刺痛感、灼熱感、穿痛感、及び刺すような感覚、並びにミ
ントの匂い及び苦い味を含むその他の感覚も生じさせ得る。従って、メントールは、寒冷
、温熱、痛み及び味覚受容体を含む多くの異なる受容体に作用することが推測される。し
かしながら、苦味又は刺激等の望ましくない感覚のない心地よい冷涼感等の特定の感覚を
どの受容体活性がもたらすかの分離方法は容易には識別できない。特定の感覚剤の使用か
ら望ましい感覚だけが引き出されるように冷感剤又はその他の感覚剤の活性をどのように
制御するかも明らかではない。このようにして、本発明は、剃毛工程の間にユーザーに対
して冷涼効果を提供するための感覚剤として機能する、シクロヘキサン（上述）の特定の
合成誘導体の追加に注目する。冷涼感を更に補うために、追加の感覚剤を使用することが
できる。
【００２１】
　天然起源又は合成起源の多数の冷感剤化合物が知られている。最もよく知られている化
合物は、メントール、とりわけｌ－メントールであり、これは特にハッカ（Mentha arven
sis）Ｌ及びミドリハッカ（Mentha viridis）Ｌのペパーミント油にもともと見られる。
メントールの異性体のうち、ｌ－異性体が最も広く自然に存在し、通常は、冷感剤特性を
有するメントールという名称で呼ばれるものである。Ｌ－メントールは独特のペパーミン
トの香りを有し、かつ清潔でさわやかな味を有し、皮膚及び粘膜表面に塗布された際に冷
涼感を与える。メントールのその他の異性体（ネオメントール、イソメントール、及びネ
オイソメントール）は、ある程度類似しているが同一ではない香り及び味を有する（すな
わち、いくらかは、土のような、樟脳、かび臭いとして表される、好ましくない雰囲気を
有する）。異性体の中で最大の違いは、その冷涼効力である。Ｌ－メントールは、最も効
能のある冷涼感を提供すること、すなわち約８００ｐｐｂの最も低い冷涼閾値（すなわち
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、冷涼効果が明確に認識され得る場合の濃度）を有することが報告されている。この濃度
において、他の異性体では冷涼効果がない。例えば、ｄ－ネオメントールは、約２５，０
００ｐｐｂ、及びｌ－ネオメントールは、約３，０００ｐｐｂの冷涼閾値を有すると報告
されている。［Ｒ．Ｅｍｂｅｒｇｅｒ　ａｎｄ　Ｒ．Ｈｏｐｐ，「Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　
ａｎｄ　Ｓｅｎｓｏｒｙ　Ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｍｅｎｔｈｏｌ　
Ｅｎａｎｔｉｏｍｅｒｓ　ａｎｄ　Ｔｈｅｉｒ　Ｄｅｒｉｖａｔｉｖｅｓ　ｆｏｒ　ｔｈ
ｅ　Ｕｓｅ　ｉｎ　Ｎａｔｕｒｅ　Ｉｄｅｎｔｉｃａｌ　Ｐｅｐｐｅｒｍｉｎｔ　Ｏｉｌ
ｓ，」Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（１９８７），７（３），１９３～２０
１］。この研究は、冷涼及び新鮮さ並びにこれらの分子の活性に対する立体化学の影響の
観点からＩ－メントールの優れた知覚特性を実証した。
【００２２】
　合成冷感剤のうち、多くは、メントールの誘導体であるか、又はメントールと構造的に
関連する。すなわち、シクロヘキサン部分を含有し、カルボキサミド、ケタール、エステ
ル、エーテル及びアルコールを含む官能基で誘導体化される。例には、「ＷＳ－３」とし
て商用的に既知のＮ－エチル－ρ－メンタン－３－カルボキサミド等のρ－メンタンカル
ボキサミド化合物、並びにＷＳ－５（Ｎ－エトキシカルボニルメチル－ρ－メンタン－３
－カルボキサミド）、及びＷＳ－１４（Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル－ρ－メンタン－３－カル
ボキサミド）等の系列内の他のものが挙げられる。メンタンカルボキシエステルの例には
、ＷＳ－４及びＷＳ－３０が挙げられる。メントールと構造的に無関係の合成カルボキサ
ミド冷感剤の例は、「ＷＳ－２３」として既知のＮ，２，３－トリメチル－２－イソプロ
ピルブタナミドである。合成冷感剤の追加の例には、全てＴａｋａｓａｇｏから入手可能
なＴＫ－１０として既知の３－（１－メントキシ）－プロパン－１，２－ジオール、イソ
プレゴール（商標名Ｃｏｏｌａｃｔ　Ｐ）、及びρ－メンタン－３，８－ジオール（商標
名Ｃｏｏｌａｃｔ　３８Ｄ）等のアルコール誘導体、ＭＧＡとして既知のメントングリセ
ロールアセタール、メンチルアセテート、メンチルアセトアセテート、Ｈａａｒｍａｎｎ
　ａｎｄ　Ｒｅｉｍｅｒによって供給されるＦｒｅｓｃｏｌａｔ（登録商標）として既知
のメンチルラクテート、及びＶ．Ｍａｎｅからの商標名Ｐｈｙｓｃｏｏｌのモノメンチル
スクシネート等のメンチルエステルが挙げられる。ＴＫ－１０は、Ａｍａｎｏらの米国特
許第４，４５９，４２５号に記載されている。メントールの他のアルコール及びエーテル
誘導体は、例えば、第ＧＢ　１，３１５，６２６号及び米国特許第４，０２９，７５９号
、同第５，６０８，１１９号、及び同第６，９５６，１３９号に記載されている。ＷＳ－
３及び他のカルボキサミド冷感剤は、例えば、米国特許第４，１３６，１６３号、第４，
１５０，０５２号、第４，１５３，６７９号、第４，１５７，３８４号、第４，１７８，
４５９号及び第４，２３０，６８８号に記載されている。追加のＮ－置換ρ－メンタンカ
ルボキサミドは、国際公開第ＷＯ　２００５／０４９５５３Ａ１号に記載されており、Ｎ
－（４－シアノメチルフェニル）－ρ－メンタンカルボキサミド、Ｎ－（４－スルファモ
イルフェニル）－ρ－メンタンカルボキサミド、Ｎ－（４－シアノフェニル）ｐ－メンタ
ンカルボキサミド、Ｎ－（４－アセチルフェニル）－ρ－メンタンカルボキサミド、Ｎ－
（４－ヒドロキシメチルフェニル）－ρ－メンタンカルボキサミド、及びＮ－（３－ヒド
ロキシ－４－メトキシフェニル）－ρ－メンタンカルボキサミドが挙げられる。他のＮ－
置換ρ－メンタンカルボキサミドには、Ｎ－（（５－メチル－２－（１－メチルエチル）
シクロヘキシル）カルボニル）グリシンエチルエステル及びＮ－（（５－メチル－２－（
１－メチルエチル）シクロヘキシル）カルボニル）アラニンエチルエステル等の国際公開
第ＷＯ　２００６／１０３４０１号、並びに米国特許第４，１３６，１６３号、同第４，
１７８，４５９号、及び同第７，１８９，７６０号に開示されるもの等のアミノ酸誘導体
が挙げられる。グリシン及びアラニン等のアミノ酸を含むメンチルエステルは、例えば、
第ＥＰ３１０，２９９号、並びに米国特許第３，１１１，１２７号、同第３，９１７，６
１３号、同第３，９９１，１７８号、同第５，７０３，１２３号、同第５，７２５，８６
５号、同第５，８４３，４６６号、同第６，３６５，２１５号、同第６，４５１，８４４
号、及び同第６，８８４，９０３号に開示されている。ケタール誘導体は、例えば、米国
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特許第５，２６６，５９２号、同第５，９７７，１６６号、及び同第５，４５１，４０４
号に記載されている。メントールに構造的には関連していないが、同様の生理学的冷涼効
果を有すると報告されている追加の作用剤には、３－メチル－２－（１－ピロリジニル）
－２－シクロペンテン－１－オン（３－ＭＰＣ）、５－メチル－２－（１－ピロリジニル
）－２－シクロペンテン－１－オン（５－ＭＰＣ）、及び２，５－ジメチル－４－（１－
ピロリジニル）－３（２Ｈ）－フラノン（ＤＭＰＦ）を含む、米国特許第６，５９２，８
８４号に記載されるα－ケトエナミン誘導体、ＷｅｉらのＪ．Ｐｈａｒｍ．Ｐｈａｒｍａ
ｃｏｌ．（１９８３），３５：１１０－１１２に記載されるイシリン（ＡＧ－３－５、化
学名１－［２－ヒドロキシフェニル］－４－［２－ニトロフェニル］－１，２，３，６－
テトラヒドロピリミジン－２－オンとしても既知）が挙げられる。メントールの冷感剤活
性及び合成冷感剤に関する概説には、Ｈ．Ｒ．ＷａｔｓｏｎｔらのＪ．Ｓｏｃ．Ｃｏｓｍ
ｅｔ．Ｃｈｅｍ．（１９７８），２９，１８５～２００及びＲ．Ｅｃｃｌｅｓ，Ｊ．Ｐｈ
ａｒｍ．Ｐｈａｒｍａｃｏｌ．，（１９９４），４６，６１８～６３０が挙げられる。
【００２３】
　理論に束縛されるものではないが、本Ｎ－置換メンタルカルボキサミドは、ＴＲＰＭ８
及びＴＲＰＡ１（ヒリヒリする／しびれる／ほてる）受容体の両方を誘発し、同時にＬ－
メントールが、ＴＲＰＭ８、ＴＲＰＡ１及び加温受容体ＴＲＰＶ１　＆　ＴＲＰＶ３を誘
発すると信じられている。本システムは、上述したシクロヘキサンの合同誘導体を含み、
任意追加的な感覚剤と共に、剃毛時の及び持続性のある冷涼効果を得ることを可能にする
と信じられている。
【００２４】
　ＩＩ．マトリックス材料
　皮膚係合剃毛補助部材は、熱的弾性感覚剤が存在する範囲でマトリックス材料を更に含
む。マトリックス材料は、様々な形であることができ、それらの混合物／組み合わせでも
よい。
【００２５】
　ａ．固体ポリマーマトリックス
　いくつかの実施形態では、マトリックスは、水溶性ポリマー、例えばポリエチレンオキ
シド、ポリビニルピロリドン、ポリアクリルアミド、ポリヒドロキシメタクリレート、ポ
リビニルイミダゾリン、ポリエチレングリコール、ポリビニルアルコール、ポリヒドロキ
シエチルメタクリレート、シリコーンポリマー、及びこれらの混合物を含む。いくつかの
実施形態では、かかる水溶性ポリマーは、ポリエチレンオキシド、ポリエチレングリコー
ル、及びこれらの混合物からなる群から選択される。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、皮膚係合剃毛補助部材は、Ｇｉｌｌｅｔｔｅ、Ｓｃｈｉｃｋ
又はＢＩＣ製かみそりカートリッジに使用されているような、市販の皮膚係合剃毛補助部
材に一般的に見られる他の任意の成分を含む。かかる皮膚係合剃毛補助部材の非限定例と
しては、米国第６３０１７８５号、同第６４４２８３９号、同第６２９８５５８号、同第
６３０２７８５号及び米国特許出願公開２００８／０６０２０１号、及び同第２００９／
０２２３０５７号で開示されたものが挙げられる。いくつかの実施形態では、皮膚係合剃
毛補助部材は更に、ポリエチレンオキシド、ポリビニルピロリドン、ポリアクリルアミド
、ヒドロキシプロピルセルロース、ポリビニルイミダゾリン、ポリエチレングリコール、
ポリビニルアルコール、ポリヒドロキシエチルメタクリレート、シリコーンコポリマー、
スクロースステアレート、ビタミンＥ、石鹸、界面活性剤、パンテノール、アロエ、ポリ
エチレングリコール等の可塑剤；髭柔軟剤；シリコーンオイル、Ｔｅｆｌｏｎ（登録商標
）ポリテトラフルオロエチレン粉末（ＤｕＰｏｎｔ製）、及びワックス等の追加の潤滑剤
；メントール、樟脳、オイゲノール、ユーカリプトール、サフロール、及びメチルサリシ
レート等の精油；Ｈｅｒｃｕｌｅｓ　Ｒｅｇａｌｒｅｚ　１０９４及び１１２６等の粘着
付与剤；不揮発性冷感剤、皮膚鎮静剤のシクロデキストリンとの包接錯体；芳香剤；抗掻
痒／反対刺激物質；レゾルシノール等の抗菌／角質溶解物質；キャンデリラ（Ｃａｎｄｉ
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ｌｌａ）ワックス及びグリシルレチン酸等の抗炎症剤；硫酸亜鉛等の収斂剤；ｐｌｕｒｏ
ｎｉｃ及びｉｃｏｎｏｌ材料等の界面活性剤；スチレン－ｂ－ＥＯコポリマー等の相溶剤
；鉱物油、ポリカプロラクトン（ＰＣＬ）、並びにこれらの組み合わせからなる群から選
択される皮膚係合剃毛補助部材成分を含む。
【００２７】
　水溶性ポリマーは好ましくは、皮膚係合剃毛補助部材の少なくとも５０重量％、より好
ましくは少なくとも６０重量％、最大約９９％（又は最大約９０％の高分子マトリックス
）を含むであろう。より好ましい水溶性ポリマーは、ＰＯＬＹＯＸ（Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒ
ｂｉｄｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能）又はＡＬＫＯＸ（Ｍｅｉｓｅｉ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌ　Ｗｏｒｋｓ、京都、日本から入手可能）として一般的に既知のポリエチレ
ンオキシドである。これらのポリエチレンオキシドは、好ましくは統一された原子質量単
位、ダルトン、又は約１００，０００から６百万のｇ／ｍｏｌ（分子量）、最も好ましく
は約３００，０００から５百万の分子量を有するであろう。最も好ましいポリエチレンオ
キシドは、約５百万（例えばＰＯＬＹＯＸ　ＣＯＡＧＵＬＡＮＴ）の平均分子量を持つポ
リエチレンオキシドの約４０％から８０％の配合物、及び約３０００，０００（例えばＰ
ＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ－Ｎ－７５０）の平均分子量を持つポリエチレンオキシドの約６０％
から２０％を含む。またポリエチレンオキシド配合物は、最大約１０重量％の低分子量（
すなわち、ＭＷ＜１０，０００）ポリエチレングリコール、例えばＰＥＧ－１００も有利
に含有してもよい。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、マトリックスは更に、約０．５％～約５０％、好ましくは約
１％～約２０％のポリカプロラクトン（好ましくは分子量が３０，０００～６０，０００
ダルトン）を含む。米国特許第６，３０２，７８５号を参照のこと。
【００２９】
　皮膚係合剃毛補助部材は、ポリエチレングリコール等の低分子量水溶性放出促進剤等（
ＭＷ＜１０，０００、例えば、１～１０重量％のＰＥＧ－１００）、架橋ポリアクリル等
の水膨張性放出促進剤（例えば、２～７重量％）、着色剤、酸化防止剤、防腐剤、ビタミ
ンＥ、アロエ、冷感剤、精油、髭軟化剤、収斂剤、薬剤等の他の従来の皮膚係合剃毛補助
部材成分を含有してもよい。着色剤を含有する部分を、着色剤を（例えば、浸出又は摩耗
によって）放出するように設計し、それによって剃毛中に、好ましくは色付きの部分が摩
耗するとストリップが変色するようにすることで、皮膚係合剃毛補助部材及び／又はかみ
そりカートリッジが有効耐用期間又は最適性能の限界に達したことの指標を使用者に提供
する。その部分は、例えば、約０．１重量％～約５．０重量％（好ましくは約０．５重量
％～３重量％）の間の着色剤を含有してもよい。
【００３０】
　マトリックスは更に、水溶性ポリマーが分散される非水溶性ポリマーを含んでよい。好
ましくは、皮膚係合剃毛補助部材の約０重量％～約５０重量％、より好ましくは約５重量
％～約４０重量％、最も好ましくは約１５重量％～約３５重量％の濃度で非水溶性ポリマ
ーを含む。使用され得る好適な非水溶性ポリマーには、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロ
ピレン、ポリスチレン（ＰＳ）、ブタジエン－スチレンコポリマー（例えば、中及び高耐
衝撃性ポリスチレン）、ポリアセタール、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレンコポ
リマー、エチレンビニルアセテートコポリマー、ポリウレタン、並びにこれらのブレンド
、例えば、ポリプロピレン／ポリスチレンのブレンド、又はポリスチレン／耐衝撃性ポリ
スチレンのブレンドが挙げられる。
【００３１】
　１つの好ましい非水溶性ポリマーは、ポリスチレン、好ましくはＮＯＶＡ　Ｃ２３４５
Ａ等の汎用ポリスチレン、又はＢＡＳＦ　４９５Ｆ　ＫＧ２１等の耐衝撃性ポリスチレン
（すなわち、ポリスチレン－ブタジエン）である。ストリップ又はいずれかの部分は、生
産中及び使用中の双方において、適正な機械的強度をもたらすために、十分な量で非水溶
性ポリマーを含有する必要がある。



(13) JP 2015-533815 A 2015.11.26

10

20

30

40

50

【００３２】
　ｂ．皮膚軟化剤
　いくつかの実施形態において、マトリックス材料は、少なくとも１つの皮膚軟化剤を含
む。いくつかの実施形態では、皮膚軟化剤には疎水性がある。所定の実施形態において、
組成物は、本質的に１つ以上の皮膚軟化剤から構成されてもよく、２５℃で流体を形成し
得る。皮膚軟化剤が流体状の場合、流体は好ましくは以下に開示するように皮膚係合リザ
ーバ内に含有される。そのような実施形態では、組成物粘度に応じて、様々な開口部のサ
イズは、使用中に皮膚軟化剤の投与を制御するために使用されてもよい。
【００３３】
　皮膚軟化剤は、室温で液体、半固体及び／又は個体である。皮膚軟化剤は、１つ以上の
炭化水素皮膚軟化剤、脂質、親油性スキンケア有効成分、又はそれらの混合物を含んでも
よい。好適な脂質としては、脂肪酸、脂肪族アルコール、エステル、トリグリセリド、脂
肪、バター、及びワックス等の脂肪族アシル、グリセロ脂質、グリセロリン脂質、スフィ
ンゴ脂質、ステロール脂質、プレノール脂質、サッカロ脂質、ポリケチド、親油性皮膚有
効成分の皮膚軟化剤、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００３４】
　炭化水素皮膚軟化剤は、直鎖、分枝鎖、飽和及び不飽和炭化水素、並びにこれらの混合
物を含み、自然又は合成炭化水素の皮膚軟化剤及びこれらの混合物を含む。好ましい自然
炭化水素皮膚軟化剤としては、ペトロラタム、鉱油及びこれらの混合物が挙げられる。好
ましい合成炭化水素皮膚軟化剤としては、イソヘキサデカン（Ｃｒｏｄａ製のＡｒｌａｍ
ｏｌ　ＨＤ（商標）等）及びポリデセン（Ｅｘｘｏｎ　Ｍｏｂｉｌ製のＰｕｒｅｓｙｎ　
２（商標）等）等の分枝鎖炭化水素が挙げられる。
【００３５】
　脂肪族アルコール又は脂肪酸皮膚軟化剤としては、飽和及び不飽和高級アルコール、特
にＣ１２～Ｃ３０脂肪族アルコール又は脂肪酸、特にラウリン酸、ミリスチン、パルミチ
ン、ステアリン、アラキジン酸又はベヘンが挙げられる。エステル皮膚軟化剤としては、
Ｃ１２～Ｃ３０アルコールのエステル及びこれらの混合物、特にミリスチン酸イソプロピ
ル、イソステアリン酸イソプロピル及びこれらの混合物が挙げられる。トリグリセリド皮
膚軟化剤としては、合成又は自然トリグリセリド、特にヒマワリ、アボカド、オリーブ、
ビーバー香、ココナツ、ココア及びこれらの混合物由来の自然トリグリセリドが挙げられ
る。ワックス皮膚軟化剤としては、石蝋、微結晶ろう、キャンデリア、オゾケライト及び
これらの混合物が挙げられる。脂肪及びバター皮膚軟化剤としては、ココナツバター、シ
アバター及びこれらの混合物が挙げられる。ワックス皮膚軟化剤としては、石蝋、微結晶
ろう、キャンデリア、オゾケライト及びこれらの混合物が挙げられる。好ましくは、皮膚
軟化剤は石蝋を含む。有利なことに、ろうは、固体保湿組成分に更に改善された硬度及び
浸食性を与えることができるので、疎水性相は、いくつかのろうを含む。好ましくは、浸
食性固体保湿組成物は、約２重量％～約２０重量％及びより好ましくは約３重量％～約１
５重量％の浸食性固体保湿組成物のろうを含有する。
【００３６】
　好適な脂質の別の群には、酢酸ビタミンＥ及びニコチン酸トコフェロールを含む油溶性
ビタミン（例えば、ビタミンＥ誘導体）、油溶性ビタミンＡ誘導体（例えば、パルミチン
酸レチニル、ラノリン、セラミド、ステロール及びステロールエステル、サリチル酸、カ
ンファー、ユーカリプトール、及び精油）を含む、親油性皮膚有効成分の皮膚軟化剤が挙
げられる。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、マトリックス材料は、少なくとも１つの皮膚軟化剤及び非水
溶性構造化ポリマーを含む。かかる組成物の例は、「浸食性保湿剤を含む毛髪除去装置」
という表題の同時係属米国特許出願第１３／０２６５５５６号及び「浸食性保湿剤を含む
毛髪除去装置」という表題の同第１３／０２６５５５６号（Ｓｔｅｐｈｅｎｓらの両方が
２０１０年２月１８日に申請）で説明されている浸食性固体保湿組成物として開示されて
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きた。
【００３８】
　本明細書で使用される、用語「固体」とは、浸食性固体保湿組成物に関連して使用され
るとき、２５℃で固体の組成物を指す。本明細書で使用される、用語「非水溶性」は、構
造化ポリマーに関して使用されるとき、３１／ＮＦ　２６　Ｖｏｌ．２　Ｇｅｎｅｒａｌ
　Ｎｏｔｉｃｅｓ，１７ページの米国薬局方（ＵＳＰ）定義によると、「極めてわずかに
水溶性」を意味し、又は「極めてわずかに水溶性」未満は、ＵＳＰ定義を使用すると、１
０００部の溶媒（この場合、水）が標準温度及び標準気圧で１部の溶質（この場合、構造
化ポリマー）を溶解するために必要とされることを意味する。本明細書に使用される、用
語「可溶性」は、非水溶性構造化ポリマーの性能を説明するとき、３１／ＮＦ　２６　Ｖ
ｏｌ．２　Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｎｏｔｉｃｅｓ，１７ページの米国薬局方定義によると、疎
水性相で溶解することは、「可溶性」を意味し、又は少なくとも「可溶性」は、ＵＳＰ定
義を使用すると、３０部以下の溶媒（この場合、疎水性相）が非水溶性構造化ポリマーの
融点で１部の溶媒（この場合、構造化ポリマー）を溶解するために必要とされることを意
味する。
【００３９】
　いくつかの実施形態では、皮膚軟化剤を含むマトリックスは浸食性固体保湿組成物で、
２５℃で約０．５０ｋｇ～約３，２５ｋｇ、好ましくは約０．７５ｋｇ～約３．００ｋｇ
、より好ましくは約１．００ｋｇ～約２．５０ｋｇのＣｈａｔｉｌｌｏｎ高度を有し、以
下提供される実験計画書に従って測定された。そのようなＣｈａｔｉｌｌｏｎ硬度を有す
る皮膚コンディショニング組成物が摩耗の有益な割合を提供することが信じられている。
Ｃｈａｔｉｌｌｏｎ硬度試験は、米国特許出願第１３／０２６５５６号に開示されている
。
【００４０】
　非水溶性構造化ポリマーが浸食性固体保湿組成物内に含まれるとき、非水溶性構造化ポ
リマーは、浸食性固体保湿組成物に適当な摩耗特性を与える任意の非水溶性構造化ポリマ
ーであってよく、好ましくは、浸食性固体保湿組成物に上記で定義した範囲のＣｈａｔｉ
ｌｌｏｎ硬度を与え得る非水溶性構造化ポリマーである。構造ポリマーは、疎水性相にお
ける混和性又は可溶性を支援するために非水溶性であり（非水溶性構造ポリマーの融点で
）、順にポリマー全体の疎水性相の均一分布を確実にしてもよく、したがってより均等な
摩耗特性を確実にしてもよい。更に、ポリマーの水溶性特質は、湿式剃毛等の水を使用す
る剃毛処理の間に可溶化し、洗い流してもよい、より親水性のあるポリマーに対してポリ
マーの耐久性を向上させることができる（したがって、浸食性固体保湿組成物である）。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、浸食性固体保湿組成物は、約２重量％～約５０重量％、好ま
しくは約３重量％～約４０重量％、更に好ましくは約４重量％～約１２重量％の浸食性個
体保湿組成物の非水溶性構造化ポリマーを含む。いくつかの実施形態では、非水溶性構造
化ポリマーは、ブロックコポリマーを含む。より有利に、ブロックコポリマーは、ジブロ
ックコポリマー、トリブロックコポリマー、マルチブロックコポリマー、放射状ブロック
コポリマー、ランダムブロックコポリマー、又はこれらのポリマーの混合物を含む。更に
より有利に、ブロックコポリマーは、トリブロックコポリマーを含む。
【００４２】
　マトリックス材料が固体高分子マトリックスを含む場合、１つ以上の皮膚軟化剤も固体
高分子マトリックスに含まれてもよい。
【００４３】
　ｃ．石鹸基剤
　マトリックス材料は、石鹸基剤、すなわち、少なくとも１つの石鹸又は断続性の石鹸、
例えば、流入石鹸基剤又は押出成形石鹸基剤を含んでもよい。石鹸基剤の基本的な構成要
素は、基剤を形成する鹸化若しくは中和された植物油又は獣脂であってもよく、あるいは
合成流入石鹸基剤であってもよい。また、ココナツ酸又は他の脂肪酸の過脂肪材料含有部
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分（例えば、約２５重量％を超える）が使用されてもよい。いくつかの実施形態では、マ
トリックス材料は、鹸化若しくは中和された植物油又は獣脂等、又は前述の材料の組み合
わせを含む、基材を含む。植物油若しくは獣脂の鹸化又は中和は、基剤を形成する脂肪酸
のグリセロール及び塩の生成をもたらす。マトリックス材料は、約５０重量％～約１００
重量％の鹸化又は中和された基材（例えば、約７５重量％～約１００重量％鹸化又は中和
された基材）を含むことができ、不透明、半透明、又は透明であってよい。生成され得る
例示的な脂肪酸の塩には、最大で約２２個の炭素原子を有する、カルボン酸ナトリウム塩
が挙げられる。
【００４４】
　石鹸基剤は、合成石鹸基剤であってもよい。特定の実施形態には、合成石鹸基剤は、グ
リコール（例えば、ジプロピレングリコール、プロピレングリコール、トリプロピレング
リコール、及び／又はメチルプロパンジオールグリコール）、グリセリン、脂肪酸塩（例
えば、ステアリン酸ナトリウム及び／又はステアリン酸カリウム）、Ｃ１５～Ｃ２５アル
コール（例えば、ベヘニルアルコール、ステアリルアルコール、セチルアルコール、及び
／又はミリスチンアルコール）、ステアレス（例えば、Ｂｒｉｊ（登録商標）－７２１等
のステアレス２１等）、ステアリン酸、微結晶ろう（例えば、微結晶ろうＳＰ　１６、Ｓ
Ｐ　１９、ＳＰ　１６、ＳＰ　１８、ＳＰ－１６７４、ＳＰ　１６Ｗ、ＳＰ　６０Ｗ、Ｓ
Ｐ　８９、Ｍｕｌｔｉｗａｘ　１８０Ｍ、Ｘ－１４５、Ｗ－４４５、及び／又はＷ－８３
５）、１つ以上の界面活性剤（例えば、Ｔｅｇｏｂｅｔａｉｎｅ　Ｆ－５０、Ｌｏｎｚａ
ｉｎｅ（登録商標）、Ｍａｃｋａｍ（登録商標）群の界面活性剤、Ｍｉｒａｔａｉｎｅ（
登録商標）群の界面活性剤）、並びにラウリルエーテル硫酸ナトリウム（「ＳＬＥＳ」）
（例えば、２５％活性ＳＬＥＳ）が挙げられる。
【００４５】
　特定の実施形態では、石鹸基剤は、全て石鹸基剤の、約０．５重量％～約３０重量％の
グリコール（例えば、約１０重量％～約２５重量％のグリコール又は約１２重量％～約１
５重量％のグリコール）、約１０重量％～約４０重量％のグリセリン（例えば、約１８重
量％～約３４重量％のグリセリン又は約１８重量％～約２４重量％のグリセリン）、約２
０重量％～約４０重量％の脂肪酸塩（例えば、約２５重量％～約４０重量％の脂肪酸塩（
例えば、ステアレート）又は約３０重量％～約３５重量％の脂肪酸塩）、約０．１重量％
～約１０重量％のステアリン酸（例えば、約２重量％～約５重量％のステアリン酸）、約
０．５重量％～約１０重量％の微結晶ろう（例えば、約０．５重量％～約５重量％の微結
晶ろう又は約１重量％～約３重量％の微結晶ろう）、約１重量％～約１５重量％のベタイ
ン（例えば、約２重量％～約１０重量％の活性ベタイン又は約４重量％～約９重量％の活
性ベタイン）、及び約１重量％～約２０重量％の活性ＳＬＥＳ（例えば、約１重量％～約
２０重量％の活性ＳＬＥＳ又は約１０重量％～約１５重量％の活性ＳＬＥＳ）を含むこと
ができる。熱的弾性感覚剤の添加前の１つの例示的な流入石鹸基剤は、以下を含む。
【００４６】
【表１】

【００４７】
　幾つかの実施形態では、基剤及び合成界面活性剤の組み合わせを採用することができる
。
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【００４８】
　ｄ．担体
　いくつかの実施形態では、皮膚係合剃毛補助部材は、担体を更に含み、マトリックス、
感覚剤及び他の任意の材料は、担体内及び／又は担体上に含有されてもよい。担体は、マ
トリックス材料及び封入状有効成分が適用されるトレーの形状であってよく、又は担体は
、マトリックス及び封入された材料を少なくとも部分的に含有する保持構造を形成してよ
い。いくつかの実施形態では、担体は、例えば担体及び皮膚間に直接接触して又はせずに
皮膚へ剃毛補助剤が投与されるリザーバ、及び米国特許第６，２９８，５５８号及び同第
７，５８１，３１８号で開示されたシース等を形成する。特に、マトリックス材料が、剃
毛中に溶解するよう意図されているが、汎用的である流体又は個体を含む場合、担体は、
好ましくは皮膚係合部材の１つ以上の材料の投与を管理するための１つ以上の投与開口部
を持つシースである。皮膚係合剃毛補助部材の構成に関するとき、本明細書で定義される
重量パーセントは、特に定めがない限り、担体ではなく本明細書で開示される皮膚係合剃
毛補助部材の他の構成要素に基づいて決定される。
【００４９】
　ｅ．マトリックス中の追加の有効成分
　ｉ．任意の冷感剤
　マトリックス材料は、未封入の不揮発性冷涼剤又は皮膚鎮静剤のシクロデキストリンと
の包接錯体を、好ましくは皮膚係合剃毛補助部材の最大約２５重量％、最も好ましくは約
１０重量％～約２０重量％の量で更に含んでもよい。本明細書で用いるとき「未封入」と
は、追加の有効成分が封入体の外側に存在し、マトリックス材料の残部内に分散されてい
ることを意味する。不揮発性冷感剤は、皮膚への生理学的冷涼効果を有し、メントールよ
り揮発性がかなり低い作用剤を意味する。好ましくは、不揮発性冷感剤は、熱重量分析（
例えば、Ｄｕｐｏｎｔの９５１　Ｔｈｅｒｍｏｇｒａｖｉｍｅｔｒｉｃ　Ａｎａｌｙｚｅ
ｒを１分あたり２０℃の温度上昇で使用）にかけると、１６０℃の温度において初期重量
の少なくとも約５０％、更に好ましくは１６０℃の温度において初期重量の少なくとも約
８０％、最も好ましくは１７５℃の温度において初期重量の少なくとも約５０％を保持す
るものである。
【００５０】
　利用できる好適な冷感剤には、不揮発性メントール類縁体、例えばメンチルラクテート
、メンチルエトキシアセテート、メントングリセリンアセタール、３－１メントキシプロ
パン－１，２－ジオール、エチル１－メンチルカーボネート、（ＩＳ，３Ｓ，４Ｒ）－ｐ
－メンタ－８－エン－３－オル、メンチルピロリドン２５カルボキシレート、例えば、Ｎ
－置換－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド（参考として本明細書に組み込まれる米国特
許第４，１３６，１６３号に記載）を含む、Ｎ－置換－ｐメンタン－３－カルボキサミド
が挙げられる。
【００５１】
　シクロデキストリン包接錯体に利用できる好適な皮膚鎮静剤には、メントール、樟脳、
オイゲノール、ユーカリプトール、サフロール、サリチル酸メチル、及び前述のメントー
ル類似物が挙げられる。任意の好適なシクロデキストリンは、αシクロデキストリン、β
－シクロデキストリン、γ－シクロデキストリン、並びにヒドロキシプロピル－β－シク
ロデキストリン、メチル－β－シクロデキストリン、及びアセチル－βシクロデキストリ
ン等の修飾シクロデキストリンを含む包接錯体を形成するために利用されてもよい。好ま
しいシクロデキストリンは、β－シクロデキストリン及びγ－シクロデキストリンである
。
【００５２】
　マトリックス材料がシクロデキストリン包接錯体を含むとき、マトリックス材料は、最
大約１０重量％、好ましくは約２重量％～約７重量％の置換剤も有利に含んでよく、これ
は水と接触すると包接錯体から皮膚鎮静剤を変位させ、それによって使用中に皮膚係合剃
毛補助部材から皮膚鎮静剤の放出を促進する。置換剤は、皮膚鎮静剤で形成された錯体よ
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りも、シクロデキストリンを含むより安定した錯体の形成を可能にする材料であるので、
皮膚係合剃毛補助部材が水と接触するとき錯体から皮膚鎮静剤を変位させる。好適な置換
剤には、界面活性剤、安息香酸、及び特定のアミン（例えば、尿素）が挙げられる。前述
の冷感剤、シクロデキストリン包接錯体、及び置換剤に関する更なる詳細は、米国特許第
５，６５３，９７１号及び同第５，７１３，１３１号に見出され得る。
【００５３】
　当業者は、「任意の冷感剤」の項に記載された１つ以上の冷感剤は、ナノ粒子及び／又
はマイクロ粒子のいずれかの中に封入された形状の冷感剤としても使用され得ることを理
解するであろう。マトリックス材料は更に、未封入状態の１つ以上の他のスキンケア有効
成分を含んでよい。好適な他のスキンケア有効成分の非限定例は、本明細書を通して開示
されたものを含む。
【００５４】
　ＩＩＩ．封入状有効成分
　いくつかの実施形態では、本発明の皮膚係合剃毛補助部材は、少なくとも１つの封入状
有効成分を更に含む。封入状有効成分は、例えば、熱的弾性感覚剤、追加の感覚剤、芳香
剤又は他のスキンケア有効成分又は組成物であってもよい。いくつかの実施形態では、か
かる少なくとも１つの封入状有効成分の濃度（カプセル及び封入状有効成分の重量を含む
）は、かかる皮膚係合剃毛補助部材の約０．０１重量％～約５０重量％、あるいは約１０
重量％～４５重量％、あるいは約１５重量％～約３５重量％である。封入状有効成分は、
同一の成分又は異なる成分を含有することができる。また、封入状有効成分は、成分の混
合物を含むこともできる。
【００５５】
　封入技術の非限定例は、米国特許第７，１１５，２８２号に記載されたナノ及びマイク
ロ粒子であってもよい。本発明のナノ粒子は本来疎水性である。いくつかの実施例では、
ナノ粒子は、０．０１ミクロン～約１０ミクロン、又は約０．０５ミクロン～約５ミクロ
ン、又は約０．１ミクロン～約２ミクロンの範囲の平均直径を持つ。任意の個々の粒子の
この線寸法は、粒子表面上の２点を結んだ最長の直線の長さを表す。いくつかの実施形態
では、一部のナノ粒子が１つ以上の関水性マイクロ粒子内に封入される。いくつかの実施
形態では、皮膚係合剃毛補助部材に存在する大部分のナノ粒子が、かかる関水性マイクロ
粒子内に封入される。マイクロ粒子は、約２．０ミクロン～約１００ミクロン、又は約２
０ミクロン～約１００ミクロンの平均粒径を持つ。
【００５６】
　本発明の感覚剤は、純成分として（組成物内への直接添加として）、封入状態で、若し
くはコーティング又は別の層で含まれてもよい。いくつかの実施形態では、１つ以上の熱
的弾性感覚剤は、未封入状態及び封入状態の両方で存在することができる。いくつかの実
施形態では、熱的弾性感覚剤の１つは、未封入状態であってよく、他の感覚剤又は熱的弾
性感覚剤は、封入状態であってよい。更に、他の実施形態では、追加の感覚剤又は追加の
冷感剤（本明細書に開示されているもの等）は、本発明の熱的弾性感覚剤の１つ又は両方
と共に未封入状態の中に存在してもよい。例えば、上記熱的弾性感覚剤のいずれも、全て
未封入の生成物として、若しくはカプセル内の１つ以上の冷感剤又は感覚剤として、Ｌメ
ントール、メンチルラクテート、又は他の任意の一般的に使用される冷感剤と共に使用さ
れてもよい。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、封入状有効成分中の有効成分又は複数の有効成分の濃度は、
ナノ粒子の約２０重量％～約９０重量％、好ましくは約３０重量％～約７５重量％の範囲
である。いくつかの実施形態では、封入状有効成分内の有効成分又は複数の有効成分の濃
度は、マイクロ粒子の約１０重量％～約６０重量％、又は約３０重量％～約５０重量％の
範囲である。最低１０重量％、最低５重量％、又は最低１重量％等、より少ない濃度の封
入状有効成分を使用することもできる。
【００５８】
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　いくつかの実施形態では、封入状有効成分は、１つ以上の冷感剤、例えばＬ－メントー
ル＋メンチルラクテート（Ｆｒｅｓｃｏｌａｔ　ＭＬ）、Ｌ－メントール＋メントングリ
セリンアセタール（Ｆｒｅｓｃｏｌａｔ　ＭＧＡ）、又はＬ－メントール＋Ｃｏｏｌａｃ
ｔ　１０、又はペパーミント油を含む。更に別の実施形態では、封入状有効成分は、少な
くとも１つの冷感剤及び芳香剤、鉱物油、又はこれらの組み合わせを含む。別の実施形態
では、冷感剤は、国際公開第ＷＯ２００７１１５５９３号に記載されるようなメントール
とメンチルラクテートの混合物（Ｆｒｅｓｏｃｏｌａｔ　Ｐｌｕｓとして市販）、又は、
米国特許第６，８９７，１９５号に記載されるような、重量比が１：４～４：１の範囲の
メントールとメンチルラクテートの共融混合物を含む。
【００５９】
　ＩＶ．追加のスキンケア有効成分
　局所適用に一般的に使用される様々なスキンケア有効成分（「複数の活性剤」）は、未
封入の生成物として及び／又は封入状態で、皮膚係合剃毛補助部材の中に含まれてもよい
。
【００６０】
　好適な冷感剤の非限定例としては、Ｌ－メントール、ｐ－メンタン－３，８－ジオール
、イソプレゴール、メントキシプロパン－１，２，－ジオール、クルクミン、メンチルラ
クテート（Ｓｙｍｒｉｓｅ製Ｆｒｅｓｃｏｌａｔ　ＭＬ等）、ジンゲロール、イシリン、
茶木油、サリチル酸メチル、樟脳、ペパーミント油、Ｎ－エチル－ｐ－メンタン－３－カ
ルボキサミド、エチル３－（ｐ－メンタン－３－カルボキサミド）アセテート、２－イソ
プロピル－Ｎ，２，３－トリメチルブチルアミド、メントングリセロールケタール、メン
トングリセリンアセタール、Ｃｏｏｌａｃｔ　１０、及びこれらの混合物が挙げられる。
これら及びその他の冷感剤は既知であり、米国特許出願公開第２００８／０３００３１４
Ａ１号、米国特許第５，４５１，４０４号、及び同第７，４８２，３７３号等様々な公表
文献に記載されている。更に別の実施形態では、冷感剤は、様々な剃毛補助剤での使用に
ついて前述した１つ以上の冷感剤を含む。例えば、米国特許第５，０９５，６１９号、同
第５，７１３，１３１号、同第５，０９５，６１９号、同第５，６５３，９７１号、同第
６，２９８，５５８号、同第６，９４４，９５２号、及び同第６，２９５，７３３号を参
照のこと。
【００６１】
　化粧品及び皮膚科的な使用に好適なその他の有効成分を本明細書で使用してよい。好適
な有効成分の非限定例には、ビス－アボロール及びジンジャー抽出物、Ｏｌｉｖｅｍ　４
５０（登録商標）及びＯｌｉｖｅｍ　４６０（登録商標）等のオリーブ油、ラウリルｐ－
クレゾールケトキシム、４－（１－フェニルエチル）１，３－ベンゼンジオール、Ｌｕｐ
ｉｎ（Ｌｕｐｉｎｕｓ　ａｌｂｕｓ）油＆小麦胚芽油鹸化物、加水分解ルピナスタンパク
質、Ｌ－リジン及びＬ－アルギニンペプチドの抽出物、油溶性ビタミンＣ、Ｅｖｏｄｉａ
　ｒｕｔａｅｃａｒｐａフルーツ抽出物、亜鉛ピドレート及び亜鉛ＰＣＡ、アルファ－リ
ノール酸、ｐ－チモール、及びこれらの組み合わせ、シュガーアミンからなる群から選択
される少なくとも１つの追加の皮膚及び／又は毛髪ケア有効成分、ビタミンＢ３、レチノ
イド、ヒドロキノン、ペプチド、ファルネソル、フィトステロール、ジアルカノイルヒド
ロキシプロリン、ヘキサミジン、サリシル酸、Ｎ－アシルアミノ酸化合物、日焼け止め有
効成分、水溶性ビタミン、油溶性ビタミン、ヘスペレジン、からし種子抽出物、グリチル
リチン酸、グリチルレチン酸、カルノシン、ブチル化ヒドロキシトルエン（ＢＨＴ）及び
ブチル化ヒドロキシアニソール（ＢＨＡ）、メンチルアントラニレート、セチルピリジニ
ウムクロリド、テトラヒドロクルミン、バニリン又はその誘導体、エルゴチオネイン、メ
ラノスタチン、ステロールエステル、イデベノン、デヒドロ酢酸、Ｌｉｃｏｈａｌｃｏｎ
ｅ　Ａ、クレアチン、クレアチニン、フィーバーフュー抽出物、イースト抽出物（例えば
、Ｐｉｔｅｒａ（登録商標））、ベータグルカン、アルファグルカン、ジエチルヘキシル
シリンギリデンマロネート、エリスリトール、ｐ－サイメン－７－オル、ベンジルフェニ
ルアセテート、４－（４－メトキシフェニル）ブタン－２－オン、エトキシキン、タンニ
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ン酸、没食子酸、オクタデセンジオン酸、ｐ－サイメン－５－オル、メチルスルホニルメ
タン、アベナンスラマイド化合物、脂肪酸（特に、多不飽和脂肪酸）、抗菌剤、チオール
化合物（例えば、Ｎ－アセチルシステイン、グルタチオン、チオグリコレート）、他のビ
タミン（ビタミンＢ１２）、ベータ－カロテン、ユビキノン、アミノ酸、その塩、その誘
導体、その前駆体、及び／又はこれらの組み合わせからなる群から選択される少なくとも
１つの追加の皮膚及び／又はヘアケア活性剤；及び皮膚病学的に許容し得るキャリアの１
つ以上が挙げられる。これら及び他の潜在的に好適な有効成分は、米国特許公開第２００
８／００６９７８４号により詳細に記述されている。
【００６２】
　使用できる追加の有効成分としては、商標名Ｓｉｇｎａｌｉｎｅ　Ｓ，Ｊｏｊｏｂａ　
Ｏｉｌ，Ｃｅｒａｍｉｄｏｎｅ，Ｎｅｔ　ＤＧ，Ｐａｌ－ＧＨＫ（Ｐａｌｔｅｎｅｘ），
Ｒｈｏｄｙｓｔｅｒｏｌ，Ｖｉｔａｌ　ＥＴで市販されるもの、及びこれらの組み合わせ
が挙げられる。
【００６３】
　別の実施形態では、有効成分はメチルナフタレニルケトンであってよい。メチルナフタ
レニルケトンは、１－（１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ－２，３，８，
８－テトラメチル－２ナフタレニル）－エタン－１－オン分子若しくはその異性体又は誘
導体であり得る。Ｎｅｗ　ＹｏｒｋのＩＦＦからＩｓｏ－Ｅ－Ｓｕｐｅｒとして市販され
ている。冷涼メントール受容体といわれているＴＲＰＭ８受容体の上方調整能を有するも
のを含む、その他の感覚剤も使用してよい。好適なＴＲＰＭ８調節剤の非限定例には、ｐ
－メンタン－３，８－ジオール、イソプレゴール、メトキシプロパン－１，２，－ジオー
ル、クルクミン、メンチルラクテート、ジンゲロール、イシリン、メントール、茶木油、
チルサリシレート、樟脳、ペパーミント油、Ｎ－エチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサ
ミド、エチル３－（ｐ－メンタン－３－カルボキサミド）アセテート、２－イソプロピル
－Ｎ，２，３－トリメチルブチルアミド、メントングリセロールケタール、およびその混
合物が挙げられる。
【００６４】
　有効成分は、局所使用に好適な１つ以上のスキンケア有効成分であってもよい。「Ｔｈ
ｅ　ＣＴＦＡ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，Ｓｅｃｏ
ｎｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ（１９９２）」には、スキンケアに関連する業界で一般に使用され
る広く様々で非限定的な化粧品及び医薬品の成分が記載されており、それらは本発明の組
成物への使用に好適である。これらの成分の種類の例としては、研磨剤；吸着剤；芳香剤
、顔料、着色剤／染料、精油、皮膚感覚剤、収斂剤等の美的成分（例えば、丁子油、樟脳
、ユーカリ油、オイゲノール、マンサク留出物）、抗ニキビ剤、固化防止剤、消泡剤、抗
菌剤（例えば、ヨードプロピルブチルカーバメート）、酸化防止剤、結合剤、生物学的添
加物、緩衝剤、充填剤、キレート化剤、化学添加物、染料、化粧用収斂剤、化粧用殺生物
剤、変性剤、薬用収斂剤、外用鎮痛剤、脂肪アルコール及び脂肪酸、被膜形成剤又は材料
、例えば、組成物の被膜形成特性及び持続性を支援するためのポリマー（例えば、エイコ
セン及びビニルピロリドンのコポリマー）、不透明化剤、ｐＨ調整剤、噴射剤、還元剤、
隔離剤、皮膚漂白及び美白剤、皮膚コンディショニング剤、皮膚鎮静剤及び／又は皮膚回
復剤及び誘導体、皮膚治療剤、増粘剤、並びにビタミン及びその誘導体が挙げられる。追
加の好適な皮膚処置有効成分の追加の非限定例は、米国特許第２００３／００８２２１９
号Ｉ項（すなわち、ヘキサミジン、酸化亜鉛、及びニアシナミド）；同第５，６６５，３
３９号Ｄ項（すなわち、冷感剤、皮膚コンディションニング剤、日焼け防止剤及び顔料、
並びに薬剤）；及び同第２００５／００１９３５６号（すなわち、落屑有効成分、抗にき
び有効成分、キレート剤、フラボノイド、並びに抗菌及び抗かび有効成分）に含まれる。
しかしながら、多くの材料は１つ以上の効果をもたらすことがあること、又は１つ以上の
作用様式を介して機能し得ることに留意すべきである。従って、本明細書の分類は便宜上
実施されたものであって、有効成分を、列挙した特定の１つ又は複数の用途に制限しよう
とするものではない。
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【００６５】
　Ｖ．剃毛ヘッド
　発明のいくつかの実施形態によると、剃毛ヘッドが取り付けられている、剃毛ヘッド及
び柄又はグリップ部分を一般的に含む剃毛装置が提供される。剃毛装置は、手動又は電動
であってよく、湿式及び／又は乾燥用途で用いてよい。装置が剃毛かみそりのとき、剃毛
ヘッドは、かみそりカートリッジであってよい。剃毛ヘッドは、取り替え可能及び／又は
駆動可能にカートリッジ連結構造体へ、そして順番に又は独立して（例えば、完全に固定
して）柄に接続される。いくつかの実施形態では、カートリッジ連結構造体は、剃毛ヘッ
ドを解除可能に係合するために少なくとも１つのアームを含む。
【００６６】
　剃毛ヘッドは、通常第１の末端部と第２の末端部との間に位置する１つ以上の伸長縁部
（ブレード）を含み、かかる１つ以上の伸長縁部は、かかる第１の末端部に向かって延び
る先端部を含む。例えば、米国特許第７，１６８，１７３号は、Ｇｉｌｌｅｔｔｅ　Ｃｏ
ｍｐａｎｙから市販されており、複数のブレードを伴うかみそりカートリッジを含む、Ｆ
ｕｓｉｏｎ（登録商標）かみそりを概略的に記載する。加えて、かみそりカートリッジは
、ガード及び皮膚係合剃毛補助部材を含んでもよい。様々なかみそりカートリッジが本発
明に従って使用可能である。フィン、ガード及び／又は剃毛補助具を備える、及びこれら
を備えない好適なかみそりカートリッジの非限定例としては、Ｆｕｓｉｏｎ（登録商標）
、Ｖｅｎｕｓ（登録商標）の製品ラインでＧｉｌｌｅｔｔｅ　Ｃｏｍｐａｎｙによって販
売されるもの、及び米国特許第７，１９７，８２５号、同第６，４４９，８４９号、同第
６，４４２，８３９号、同第６，３０１，７８５号、同第６，２９８，５５８号、同第６
，１６１，２８８号、及び米国特許公開第２００８／０６０２０１号に開示されるものが
挙げられる。当業者は、本皮膚係合剃毛補助部材を、２枚、３枚、４枚若しくは５枚のブ
レードを有するものを含む、任意の現在販売されているシステム又は使い捨てかみそりと
共に使用することができることを理解するだろう。
【００６７】
　いくつかの実施形態では、かかる少なくとも１つの皮膚係合剃毛補助部材は、剃毛過程
中に皮膚と接触するカートリッジの部分上で、ブレード前方及び／又は後方に位置する。
１つ以上の伸長縁部の「前方」にある機構は、例えば、剃毛装置で処理される表面が伸長
縁部と接触する前にその機構に接触するように配置される。伸長縁部の「後方」にある機
構は、剃毛装置で処理される表面が伸長縁部と接触した後にその機構に接触するように配
置される。１つ以上の皮膚係合剃毛補助部材剃毛装置上で提供される場合、皮膚係合剃毛
補助部材は、物理的な形／構造及び／又は化学組成の点において同じ（同一）又は異なっ
てよく、１つ以上の皮膚係合剃毛補助部材は、感覚材を含んでもよい。
【００６８】
　いくつかの実施形態では、カートリッジは、ユーザーの皮膚を係合するための少なくと
も１つの伸長した可撓性突出部を備えるガードを含む。少なくとも１つの可撓性突出部は
、かかる１つ以上の伸長縁部に対して通常平行の可撓性フィンを含んでもよい。かかる少
なくとも１つの可撓性突出部は、かかる１つ以上の伸長縁部に対して通常平行ではない少
なくとも１つの部分を含む可撓性フィンを、追加的に又は二者択一的に含んでもよい。好
適なガードの非限定例としては、現在のかみそりの刃に使用されるものが挙げられ、米国
特許第７，６０７，２３０号及び同第７，０２４，７７６号（エラストマー性／可撓性フ
ィンバーを開示）、同第２００８／００３４５９０号（湾曲したガードフィンを開示）、
同第２００９／００４９６９５（Ａ１）号（上面と下面との間に延在する少なくとも１つ
の通路を形成するガードを有するエラストマー性ガードを開示）に開示されるものが挙げ
られる。いくつかの実施形態では、かかる皮膚係合剃毛補助部材は、カートリッジ上でガ
ードの後方及びかかる伸長縁部の前方に位置する。他の実施形態では、皮膚係合剃毛補助
部材は、カートリッジ上のガードの前方に位置する。この実施形態は、ガードと接触する
前に皮膚係合剃毛補助部材を提供するのに特に有用であり得る。
【００６９】
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　ＶＩ．製造方法
　本発明の皮膚係合剃毛補助部材は、射出成形、加圧、含浸、スプレーコーティング、カ
レンダー工法及び押出成形、又はそのような工程の組み合わせを含む任意の適当な方法で
作成されてよい。熱的弾性感覚材を含むストリップの全ての構成成分は、成形及び押出成
形の前に配合されてもよい。最良の結果として、構成成分は乾燥していることが好ましい
。
【００７０】
　配合された構成成分は、約６，８９５～１３，７９０ｋＰａ（１０００～２０００ｐｓ
ｉ）のバレル圧、約１０～５０ｒｐｍのローター速度、並びに約１５０℃～１８５℃の温
度及び約１７０℃～１８５℃のダイ温度を伴う、１．９ｃｍ（３／４インチ）の直径の押
出成形機であるＨａａｋｅ　Ｓｙｓｔｅｍ　９０を通して押出成形されてもよい。あるい
は、３．１８ｃｍ（１　１／４インチ）の一軸式押出成形機は、１７５℃～２００℃、好
ましくは１８５℃～１９０℃の加工温度、２０～５０ｒｐｍ、好ましくは２５～３５ｒｐ
ｍのスクリュー速度、及び１２，４１１～３４，４７４ｋＰａ（１８００～５０００ｐｓ
ｉ）、好ましくは１３，７９０～２４，１３２ｋＰａ（２０００～３５００ｐｓｉ）の押
出形成圧で採用されてもよい。押出成形されたストリップは、約２５℃まで空冷される。
ストリップを射出成形するために、最初に粉末ブレンドをペレットに押出成形することが
好ましい。これは、３．１８又は３．８ｃｍ（１　１／４又は１　１／２インチ）の１軸
式押出成形機において、温度１２０℃～１８０℃、好ましくは１４０℃～１５０℃の温度
、２０～１００ｒｐｍ、好ましくは４５～７０ｒｐｍのスクリュー速度で実施できる。次
に、ペレットは、任意でホットランナーシステムを備えた単一空洞又は多空洞であってよ
い、単一材料成形又は多材料成形機のいずれかで成形される。処理温度は、１６５℃～２
５０℃、好ましくは１８０℃～２２５℃であってよい。射出圧は、勢いよく流れ出ること
なく完全にかかる部分を充填するのに十分であるべきである。空洞の大きさ、形状、及び
数に応じて、射出圧は２，０６８～１７，２３７ｋＰａ（３００～２５００ｐｓｉ）の範
囲であってよい。サイクル時間は、同じパラメータに依存し、３～３０秒、最適には通常
約６～１５秒の範囲であってよい。
【００７１】
　ＶＩＩ．図の詳細
　図１及び図２を参照して、かみそりカートリッジ１４はハウジング１６を含み、これは
３つのブレード１８、フィン付きエラストマーガード２０、及びカートリッジの皮膚係合
部分（この場合はキャップ）上に配置された皮膚係合剃毛補助部材２２と、を含む。皮膚
係合剃毛補助部材２２は２層を有するように表示され、第１の層はマトリックス及び本発
明の封入状有効成分であってよく、第２の層は、従来の剃毛補助剤、又はその逆であって
よい。皮膚係合剃毛補助部材は、カートリッジ後部の開口部の中に（接着剤、嵌合具、又
は溶融結合により）好ましくは固定される。図３に示す皮膚係合剃毛補助部材３２は、皮
膚係合剃毛補助部材３２が全体的に均質な組成物及び均一でわずかに湾曲した平坦上面を
有すること以外は、皮膚係合剃毛補助部材２２と同様である。この種の皮膚係合剃毛補助
部材も、楔形状断面又は他の任意の所望する形状で作成してもよい。皮膚係合剃毛補助部
材は、サンドイッチ又はシース／コア構成体等、２つ以上の層で構成されてもよい。
【００７２】
　本発明は、冷涼感、刺痛感、清涼感、ないしは別の方法で、本発明の少なくとも１つの
実施形態に従って皮膚係合剃毛補助部材をユーザーの皮膚上へ塗布することによって、局
所に顕著な感覚又は知覚をユーザーに提供するために皮膚係合剃毛補助部材の使用方法も
含んでよい。これは、剃毛の過程又は方法の一部として行われてもよい。
【実施例】
【００７３】
　実施例１～４は、後述の方法と共に以下の表に従って作製されてもよく、成分は、タン
ブラー内で他の成分と共に配合及び混合され、これは均質な粉末を作製する。次に、得ら
れた粉末は、１６０℃～１８０℃及び１００～２００の棒圧で潤滑ストリップ内に単一押
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出成形される。
【００７４】
【表２】

【００７５】
　実施例３は、１週間に最低４回剃毛し、冷涼感に敏感な１０人の男性剃毛者によって作
製及び実験され、これは彼らが、冷涼潤滑ストリップ付きかみそり製品及びこれに対して
非冷涼潤滑ストリップ付きかみそり製品で剃毛することにより事前に審査されたことを意
味し、半顔実験計画書を使用し、彼らが冷涼感覚を知覚できたことを示し、このようにし
て２つのかみそり製品を識別する。それぞれの被験者は、潤滑ストリップのみが異なる３
つのかみそり製品で剃毛した。冷涼感度の検出における剃毛準備の変動効果を最小限にす
るため、缶のＧｉｌｌｅｔｔｅ　Ｓｅｒｉｅｓ　Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　Ｓｋｉｎ　Ｓｈａ
ｖｅ　Ｇｅｌがそれぞれの剃毛に使用された。それぞれの被験者の剃毛環境は、全体の剃
毛実験を通してできる限り近づけられ、例えば、かみそりにおける唯一の変動は潤滑スト
リップであり、全ての実験に同じ剃毛準備（Ｇｉｌｌｅｔｔｅ　Ｓｅｒｉｅｓ　Ｓｅｎｓ
ｉｔｉｖｅ　Ｓｋｉｎ　Ｓｈａｖｅ　Ｇｅｌ）が使用された。製品の剃毛順序は、製品干
渉の可能性を打ち消すために無作為化された。それぞれのかみそり製品は、５回の通常剃
毛に使用された。１０人の剃毛者は、剃毛中及び後に知覚した冷涼感を０～１０段階で（
０は冷涼感覚の知覚なしを示す）採点した。これらの採点は平均され、結果は以下の表の
通りである：
【００７６】
【表３】

【００７７】
　結果は、冷感剤が押出プロセスに耐え、剃毛中及び後の両方で剃毛者に顕著な冷涼効果
を提供できることを示す。重要なことに、これらの被験者で、剃毛中に比べて剃毛後の冷
却強度の増加が示された。かかる剃毛補助剤中の一般的な多くの他の追加の冷感剤は、多
くのユーザーに対して意味ある顕著な効果を提供できないと元来考えられていたため、こ
れは驚きであり意外であった。
【００７８】
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　５％メントールを含有する以下の比較例は、上記の方法を用いて作製され、並びに１週
間に最低４回剃毛し、上記の通り冷涼感に敏感な４人の男性剃毛者によって実験された。
剃毛者は、いかなる冷涼効果も検出することができなかったと報告した。
【００７９】
【表４】

【００８０】
　本明細書の全体を通じて与えられる全ての最大の数値限定は、それよりも小さい全ての
数値限定を、そうしたより小さい数値限定が恰も明確に本明細書に記載されているものと
同様にして包含するものと理解すべきである。本明細書の全体を通じて与えられる全ての
最小の数値限定は、それよりも大きい全ての数値限定を、そうしたより大きい数値限定が
恰も本明細書に明確に記載されているものと同様にして包含するものである。本明細書の
全体を通じて与えられる全ての数値範囲は、そうしたより広い数値範囲に含まれる全ての
より狭い数値範囲を、そうしたより狭い数値範囲の全てが恰も本明細書に明確に記載され
ているものと同様にして包含するものである。同様に、発明の各特定の実施形態のそれぞ
れの特徴は、各他の特定の実施形態に、全てのそのような組み合わせが恰も本明細書に明
確に記載されているものと同様に独立して適応されてもよいが、これらの組み合わせが明
確に除外されている又は関連する特徴が本質的に不適合である（例えば、特徴が正反対で
ある）場合を除く、と理解されるべきである。
【００８１】
　特に指定のない限り、本明細書の説明、実施例、及び請求の範囲における全ての部、比
、及び百分率は剃毛補助部材の重量基準であり、全ての数値限定は、当該分野により提供
される通常の程度の精度で使用される。
【００８２】
　本明細書に開示した寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと理
解されるべきではない。むしろ、特に指定のないかぎり、それぞれのかかる寸法は、記載
された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば、
「４０ｍｍ」として開示された寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図する。
【００８３】
　「発明を実施するための形態」において引用する全ての文献は、その関連部分において
参照として本明細書に組み込まれるものであるが、いずれの文献の引用も、こうした引用
が本発明の先行技術であることを容認するものとして解釈すべきではない。この文書にお
ける用語のいずれかの意味又は定義が、参照によって組み込まれる文書におけるいずれか
の意味又は定義と対立する限りにおいて、本文書においてその用語に与えられた意味又は
定義を優先するものとする。特に指定のない限り、前置詞の「ａ」、「ａｎ」、及び「ｔ
ｈｅ」は「１つ以上」を意味する。
【００８４】
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　本発明の特定の実施形態が図示され記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱
することなく他の様々な変更及び修正を実施できることが、当業者には自明であろう。従
って、本発明の範囲内にあるそのような全ての変更及び修正を添付の特許請求の範囲で扱
うものとする。

【図１】

【図２】

【図３】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月24日(2015.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　除毛装置であって、
　ａ．カートリッジ（１４）と、
　ｂ．前記カートリッジ上に位置する１つ以上の伸長縁部（１８）と、
　ｃ．前記カートリッジ（１４）上に位置する皮膚係合剃毛補助部材（２２）と、
　を含み、前記皮膚係合剃毛補助部材は、
　　ａ．ポリエチレンオキシド、ポリビニルピロリドン、ポリアクリルアミド、ポリヒド
ロキシメタクリレート、ポリビニルイミダゾリン、ポリエチレングリコール、ポリビニル
アルコール、ポリヒドロキシエチルメタクリレート、シリコーンポリマー、及びこれらの
混合物から選択される水溶性ポリマー、皮膚軟化剤、石鹸基剤、及びその混合物の少なく
とも１つを含むマトリックスと、
　　ｂ．以下の式
【化１】

　　（式中、ｍは０又は１であり、Ｙ及びＺはＨ、ＯＨ、Ｃ１～Ｃ４直鎖若しくは分枝状
アルキル、又は、Ｃ１～Ｃ４直鎖若しくは分枝状アルコキシからなる群から独立して選択
され、Ｘは（ＣＨ２）ｎ－Ｒ（ここで、ｎは０又は１であり、かつＲは、ハロゲン、ＯＨ
、ＯＭｅ、ＮＯ２、ＣＮ、Ａｃ、ＳＯ２ＮＨ２、ＣＨＯ、ＣＯ２Ｈ、及びＣ１～Ｃ４アル
キルカルボキシレートから選択される非結合電子を含む基である）であるが、（ａ）Ｙ及
びＺがＨのとき、Ｘは４位のＦ、ＯＨ、ＭｅＯ又はＮＯ２ではなく、かつ２位又は６位の
ＯＨではなく、（ｂ）Ｙ又はＺがＨのとき、Ｘ、Ｙ及びＺは、（ｉ）３位及び４位が同時
にＯＭｅ基となることがなく、（ｉｉ）４位及び５位が同時にＯＭｅ基となることがなく
、（ｉｉｉ）４位がＯＨ基の場合、３位及び５位はＯＭｅ基ではなく、かつ（ｉｖ）４位
がメチル基の場合、３位及び５位はＯＨ基ではないようになる）を有するＮ－置換メンタ
ンカルボキサミドを含む熱的弾性感覚剤と、
　を含む、除毛装置。
【請求項２】
　Ｘが４位にあるか、好ましくはＸが４位にあり、かつＹ及びＺが、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ又は
ＯＭｅである、請求項１に記載の除毛装置。
【請求項３】
　前記熱的弾性感覚剤が、以下の式
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【化２】

　で表されるＮ－［４－（シアノメチル）フェニル］－（１Ｒ，２Ｓ，５Ｒ）－２－イソ
プロピル－５－メチルシクロヘキサンカルボキサミドを含む、請求項１に記載の除毛装置
。
【請求項４】
　前記熱的弾性感覚剤の濃度が、０．０１％～２５％である、請求項１～３のいずれか一
項に記載の除毛装置。
【請求項５】
　Ｌ－メントール、ｐ－メンタン－３，８－ジオール、イソプレゴール、メントキシプロ
パン－１，２，－ジオール、クルクミン、メンチルラクテート（Ｓｙｍｒｉｓｅ製Ｆｒｅ
ｓｃｏｌａｔ　ＭＬ等）、ジンゲロール、イシリン、茶木油、サリチル酸メチル、樟脳、
ペパーミント油、Ｎ－エチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、エチル３－（ｐ－メ
ンタン－３－カルボキサミド）アセテート、２－イソプロピル－Ｎ，２，３－トリメチル
ブチルアミド、メントングリセロールケタール、メントングリセリンアセタール、及びこ
れらの混合物、からなる群から選択される追加の冷感剤を更に含み、好ましくは前記追加
の冷感剤が、メントールとメンチルラクテートの混合物であり、更に好ましくは重量比が
１：４～４：１であるメントールとメンチルラクテートの混合物である、請求項１～４の
いずれか一項に記載の除毛装置。
【請求項６】
　前記マトリックスが、水溶性ポリマーを含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の除
毛装置。
【請求項７】
　前記水溶性ポリマーが、前記マトリックスの５０重量％～９０重量％の濃度で存在する
、請求項６に記載の除毛装置。
【請求項８】
　前記マトリックスが、非水溶性ポリマーを更に含む、請求項１～７のいずれか一項に記
載の除毛装置。
【請求項９】
　前記非水溶性ポリマーが、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、耐衝撃性ポ
リスチレン、ブタジエンスチレンコポリマー、ポリアセタール、アクリロニトリル－ブタ
ジエンスチレンコポリマー、エチレン酢酸ビニルコポリマー、及びこれらの混合物から選
択される、請求項８に記載の除毛装置。
【請求項１０】
　前記非水溶性ポリマーが、皮膚係合剃毛補助部材の５重量％～４０重量％、好ましくは
１５重量％～３５重量％の濃度で存在する、請求項８又は９に記載の除毛装置。
【請求項１１】
　前記マトリックスが、ジブロックコポリマー、トリブロックコポリマー、マルチブロッ
クコポリマー、ラジアルブロックコポリマー、ランダムブロックコポリマー、及びこれら
の混合物からなる群から選択されるブロックポリマーを更に含む、請求項１～１０のいず
れか一項に記載の除毛装置。
【請求項１２】



(27) JP 2015-533815 A 2015.11.26

　請求項１～１１のいずれか一項に記載の除毛装置を作製する方法であって、
　ａ．
　　ｉ．ポリエチレンオキシド、ポリビニルピロリドン、ポリアクリルアミド、ポリヒド
ロキシメタクリレート、ポリビニルイミダゾリン、ポリエチレングリコール、ポリビニル
アルコール、ポリヒドロキシエチルメタクリレート、シリコーンポリマー、及びこれらの
混合物から選択される水溶性ポリマー、皮膚軟化剤、石鹸基剤、及びこれらの混合物の少
なくとも１つと、
　　ｉｉ．以下の式
【化３】

　　（式中、ｍは０又は１であり、Ｙ及びＺはＨ、ＯＨ、Ｃ１～Ｃ４直鎖若しくは分枝状
アルキル、又は、Ｃ１～Ｃ４直鎖若しくは分枝状アルコキシからなる群から独立して選択
され、Ｘは（ＣＨ２）ｎ－Ｒ（ここで、ｎは０又は１であり、かつＲは、ハロゲン、ＯＨ
、ＯＭｅ、ＮＯ２、ＣＮ、Ａｃ、ＳＯ２ＮＨ２、ＣＨＯ、ＣＯ２Ｈ、及びＣ１～Ｃ４アル
キルカルボキシレートから選択される非結合電子を含む基である）であるが、（ａ）Ｙ及
びＺがＨのとき、Ｘは４位のＦ、ＯＨ、ＭｅＯ又はＮＯ２ではなく、かつ２位又は６位の
ＯＨではなく、（ｂ）Ｙ又はＺがＨのとき、Ｘ、Ｙ及びＺは、（ｉ）３位及び４位が同時
にＯＭｅ基となることがなく、（ｉｉ）４位及び５位が同時にＯＭｅ基となることがなく
、（ｉｉｉ）４位がＯＨ基の場合、３位及び５位はＯＭｅ基ではなく、かつ（ｉｖ）４位
がメチル基の場合、３位及び５位はＯＨ基ではないようになる）を有する熱的弾性感覚剤
と、
　を含む、マトリックスを提供して、１回分の供給を形成する工程と、
　ａ．好ましくは前記供給を、１２０℃～２００℃の温度に熱する工程と、
　ｂ．前記供給から皮膚係合剃毛補助部材を形成する工程と、
　を含む、方法。
【請求項１３】
　前記形成する工程が、前記供給を前記皮膚係合剃毛補助部材へと押出成形すること、前
記供給を前記皮膚係合剃毛補助部材へと成形すること、前記供給を前記皮膚係合剃毛補助
部材へと射出成形すること、及びこれらの組み合わせを含む群から選択される、請求項１
２に記載の方法。
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